
l
齢
粽
＼
荊
菩
3
5.
A
.
O
l
~画
齢
檸
湘
珈
鼎
堕

T
＼
口
j
／x
x
f
へ
7

. 

ン

を
ガ

号
[
ジ

月
一
口
る
『

＂
海
近
内

2

こ
討

7

年
：
と
と
院

7
2
~

寸
つ
の

~
し
も
康

o
L
0
1三と
健

>
2

二
淘
っ
と

＂
r
も
医

. . . . . . . . . . . . . . . . 

ー
~

. a-. . 
C
-

... '~ 
. . 
d
-eｭ. . 

M

[

 

. 
ｷ
 

. . . . . . . 
ｷ
 

. . . . . . 
ｷ
 

. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 
Lohas 

5
 

〇
す
ず
か
ん
の
医
療
改
革
の
「
今
」
を
知
る

〇
研
修
医
が
見
た
米
国
医
療

〇
医
学
と
法
律
の
常
識
·
非
常
識

〇
薬
局
の
上
手
な
使
い
方

0

み
ち
の
く
の
大
地
か
ら
5
0
年
通
用
す
る
医
療
を

〇
病
気
と
と
も
に
生
き
る

0
初
め
て
の
介
護
保
険

〇
あ
る
透
析
患
者
の
起
業
日
記

0

コ
ン
ビ
ニ
受
診
大
歓
迎

？
・

代
替
療
法
の

正
し
い
使
い
方
。

ｩ
 

が
ん
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(i 

回
の
特
集
に
も
あ
り
ま
す
~

国
が
、
こ
の
1
0
年
で
、
日
本
~

の
医
療
は
漢
方
を
積
極
的
に
取
り
~

入
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
~

私
自
身
、
関
心
を
持
っ
て
追
い
続
~

け
て
い
る
テ
ー
マ
で
も
あ
り
ま
す
。
~

平
成
1
3
年
に
文
科
省
主
催
「
医
~

学
・
歯
学
教
育
の
在
り
方
に
関
す
~

る
調
査
研
究
協
力
者
会
議
」
で
初
i

め
て
示
さ
れ
た
医
学
教
育
~

モ
デ
ル
・
コ
ア
・
カ
リ
キ
~

ュ
ラ
ム
（
教
育
内
容
ガ
イ
~

ド
ラ
イ
ン
）
で
は
、
卒
業
~

時
ま
で
の
到
達
目
標
と
し
~

東
洋
医
学
に
世
界
が
注
目
。
て
「
和
漢
薬
を
概
説
で
き
[

る
」
こ
と
が
薬
物
治
療
に
~

積
極
的
に
西
洋
医
学
と
の
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。
そ
~

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
！
れ
が
最
新
の
平
成
2
2
年
改
一

訂
版
で
は
、
「
和
漢
薬
（
漢
~

方
薬
）
の
特
徴
や
使
用
の
現
状
に
~

つ
い
て
概
説
で
き
る
」
と
、
も
う
＂

一
歩
踏
み
込
ん
だ
か
た
ち
に
な
っ
~

て
い
ま
す
。
薬
剤
師
国
家
試
験
で
~

も
、
今
で
は
ほ
ほ
毎
年
、
漢
方
薬
~

の
問
題
が
出
さ
れ
て
し
ま
す
。

こ
う
し
て
、
今
や
大
学
病
院
な
~

ど
医
学
教
育
や
最
先
端
医
療
の
場
~

面
で
は
、
漢
方
が
か
な
り
浸
透
し
~

. 

て
い
ま
す
。
エ
ビ
デ
ン
ス
も
出
て

き
て
、
文
科
省
か
ら
予
算
が
つ
い

て
い
る
研
究
も
あ
り
ま
す
。
比
較

的
若
い
世
代
の
医
師
や
医
療
ス
タ

ッ
フ
に
は
自
然
と
受
け
入
れ
ら
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

教
育
と
い
う
面
で
の
今
後
の
課

題
と
し
て
は
、
例
え
ば
4
0
歳
代
以

上
の
医
師
ら
に
漢
方
の
知
識
を
ど

う
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
し
て
も
ら
う

か
、
医
師
国
家
試
験
の
問
題
に
ど

う
漢
方
を
入
れ
て
い
く
の
か
、
と

い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。

一
方
、
民
間
病
院
で
は
既
に
、

広
く
東
洋
医
学
の
考
え
方
を
西
洋

医
学
に
融
合
さ
せ
た
「
統
合
医
療
」

を
実
践
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
増
え

て
い
ま
す
。
例
え
ば
亀
田
総
合
病

院
で
は
診
療
科
目
と
し
て
「
東
洋

医
学
診
療
科
」
が
確
立
さ
れ
、
西

洋
医
学
の
各
科
と
有
機
的
に
連
携

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
私
が
注
目
し
て
い
る
の

が
「
医
食
同
源
」
の
考
え
方
。
例

え
ば
、
従
米
の
栄
養
学
で
は
大
差

な
く
扱
わ
れ
る
香
味
野
菜
の
シ
ョ

ウ
ガ
と
セ
ロ
リ
は
、
漢
方
で
は
体

を
温
め
る
・
冷
や
す
と
い
う
観
点

医療現場危機打開・再建国会議員連盟幹事長
民主党政策調査会副会長

鈴木寃
すずき・カ泊~●通称すずか

ん。 1964年生まれ。慶應義

塾大学SFC環境情報学部助

教授などを経て、現職。教

育や医療など社会サービス

に関する公共政策の構築が

ライフワーク。

口
医
療
改
革
の

「
今
」
を
知
る

で
対
極
に
置
か
れ
ま
す
。
チ
ー
ム

医
療
の
一
環
と
し
て
活
躍
し
て
い

る
栄
養
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム

(
N
S

T
)
に
東
洋
医
学
の
専
門
家
も
参

加
し
、
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
図

っ
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

ド
イ
ツ
な
ど
欧
米
で
は
、
医
療

費
削
減
の
切
り
札
と
し
て
漢
方
が

国
家
レ
ベ
ル
で
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。
た
だ
本
来
な
ら
、
歴
史
的
に

な
じ

漢
方
に
馴
染
み
の
あ
る
我
が
国
こ

そ
が
、
そ
の
流
れ
を
リ
ー
ド
す
べ

き
と
こ
ろ
で
す
。
エ
ビ
デ
ン
ス
が

あ
る
も
の
か
ら
積
極
的
に
、
東
洋

医
学
を
広
く
取
り
入
れ
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

現場でお困りのことは、 se isaku@lohasmed i a.co.jpまで、お寄せください。 Lohas Medical 2
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